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　それぞれの目的に沿って活動しながら、本市の
まちづくりに積極的に関わり、ご協力いただいて
いる公益的団体などから、本市のこれまでのまち
づくりやこれから進めていくべき取り組みなどに

ついて、思いやアイデアなどを聞くため､｢市政イ
ンタビュー」を実施しました。
　まちづくりの目標別にまとめた市政インタ
ビューで頂いた主な意見は、下表のとおりです。

皆さんの思いやアイデアをお聞かせください

オープンディスカッションを開催

市政インタビューを実施しました

　オープンディスカッションは、決められた
テーマについて関心のある人が、普段から思っ
ていることや感じていることなどを、気軽にワ
イワイガヤガヤと自由に意見交換してもらう
オープンな場です。
　これまでも、中心市街地活性化や幼保一体化

　津市総合計画後期基本計画の策定を進めるに当たっ
て、皆さんの思いやアイデアをできる限りお聞きしたい
と考えています。
　電話、ファクス、Ｅメール、Facebookなど、どのような方
法でも構いませんので、皆さんの思いやアイデアなどを、
ぜひお聞かせください。

をテーマに開催していますが、今回は、津市総
合計画審議会が、より多くの市民の皆さんの思
いやアイデアなどをお聞きしたいと考え、開催
します。
　参加方法など詳しくは、決まり次第、広報津
やホームページでお知らせします。

と　き　10月16日（火）18時～20時
ところ　津センターパレス地下１階市民オープンステージ

・学生が東京などでイベントを行うと、学生しか集まらないが、津市では社会人が
　積極的に参加・交流してくれるので、それが強みである。
・ユニバーサルデザインの意識の醸成を図るには、単独で推進していくのではなく、
　人権や福祉、まちづくりといった視点も必要である。

・環境活動へは、草刈りやごみ拾いだけでなく、参加者が増えるような楽しい仕掛
　けが必要である。
・市内には、自然や景観が美しいところがいくつかあるが、知らない市民が多い。

・防災対策は全市民が対象となる。行政も、防災部局だけでなく、全ての部局の総
　合力で取り組むべきである。
・子育てしやすいまちづくりは、高齢者や障がい者にとってもやさしいまちづくり
　につながるのではないか。

・10年後に国民体育大会が三重県で開催されるが、津市で開催しようとしても施設
　がない。
・小学生が参加する地域活動だけでなく、中学生・高校生が参加する地域活動をも
　っと推進していきたい。

・獣害については、被害の状況や現状の取り組みを周知しつつ、獣害対策の必要性を
　農家以外の市民の皆さんにも理解が得られるよう情報を発信していく必要がある。
・人が集まるような中心市街地となるよう、イベントや取り組みの情報発信やＰＲ
　を強化する必要がある。

美しい環境と共生する
まちづくり

まちづくりの５つの目標 市政インタビューで頂いた主な意見

参加と協働のまちづくり

活力のあるまちづくり

豊かな文化と心を育む
まちづくり

安全で安心して暮らせる
まちづくり

政策課　　229－3101　　229－3330　　229-3101@city.tsu.lg.jp

津市まちづくり情報板│Facebookページ


